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教 育 委 員 会 

令和２年度当初予算のポイント・主要事業 

 
１ 予算編成にあたっての基本的な考え方 

教育を取り巻く社会情勢は、人口減少や少子・高齢化、経済や社会のグローバル化、

急速な技術革新に伴う超スマート社会（Society5.0）等が進む中で大きく変化しており、

子どもを取り巻く状況はますます複雑化・多様化しています。社会の変化や課題に的確

に対応し、「誰一人取り残さない」持続可能で多様性と包摂性のある社会を実現してい

くためには、これまで培ってきた三重の教育を大切にしながら、新たな課題に対して果

敢に取り組んでいくことが求められています。 

令和元年度に策定予定の「三重県教育ビジョン（仮称）」に基づき、「確かな学力」・「豊

かな心」・「健やかな身体」の一体的で調和の取れた育成を基礎としながら、学校におけ

るＩＣＴ環境の整備などに取り組み、社会の大きな変化に対して新たな価値を創造でき

る資質・能力を育成します。 

また、切れ目のない支援体制を充実するなど、特別な支援が必要な子ども一人ひとり

の教育的ニーズに応じた学びを推進します。さらに、社会総がかりでいじめの防止等に

取り組むとともに、不登校の状況にある子どもたちへの支援やインターネットトラブル

の防止に取り組み、子どもたちが安心して学ぶことができる環境づくりを進めます。 

あわせて、教職員の負担軽減を図り、限られた時間の中で子どもたちと向き合う時間

を確保し、より効果的な教育活動を持続的に行うため、学校における働き方改革を進め

ます。 

教育委員会では、このような認識のもと、次の５項目について重点的に取り組みます。 
 
(1) 「確かな学力」・「豊かな心」・「健やかな身体」の育成 

子どもたちの知識・技能、思考力・判断力・表現力等の「確かな学力」を育むため、

一人ひとりの学習内容の理解と定着を図る取組を推進します。また、「豊かな心」を育

むため、道徳教育の推進体制の充実を図り、子どもたちの道徳性を養うとともに、子

どもたちが読書経験や本の楽しさを伝え合う取組等をとおして、読書習慣の定着を図

ります。さらに、「健やかな身体」を育むため、遊びやスポーツの機会の拡充をとおし

て、運動に親しむ習慣の定着と体力の向上に取り組みます。あわせて、外国人児童生

徒が社会的に自立する力を身につけられるよう、日本語指導や進路選択等の支援を行

います。  
 

(2) 未来を創造する力の育成 

変化が激しく予測困難な社会にあっても、子どもたちが社会の一員として自覚と責

任を持ち、主体的に行動できる力を育みます。英語教育や郷土教育を推進し、世界や

地域で活躍できるグローカル人材の育成や、地域や企業と連携したキャリア教育を推

進するとともに、ＩＣＴ環境の整備などに取り組み、超スマート社会（Society5.0）

に対応できる力を育みます。 
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(3) 特別支援教育の推進 
特別な支援を必要とする子ども一人ひとりの学びを支えるため、「パーソナルファ

イル」を活用した支援情報の確実な引き継ぎを進めます。また、子どもたちが地域で

豊かに自分らしい生活ができるよう、発達段階に応じた組織的なキャリア教育を進め

るとともに、障がいのある子どもたちと障がいのない子どもたちが授業で共に学ぶこ

とや行事等の交流活動を進めます。 
 

(4) 安全で安心な学びの場づくり 

「三重県いじめ防止条例」に基づき、いじめがなくなることをめざして社会総がか

りで取り組むとともに、学校や家庭、地域、関係機関が連携して、不登校の状況にあ

る子どもたちへの支援や通学路等の安全確保、インターネットトラブルの防止に取り

組みます。また、トイレの洋式化など設備面での機能向上も含めた県立学校における

施設の計画的な老朽化対策に取り組むとともに、災害時の学校を支援する体制の整備

や防災教育を進め、子どもたちが安心して学ぶことができる環境づくりを進めます。 

 

(5) 地域との協働と信頼される学校づくり 

学校・家庭・地域が一体となった教育活動を進めるため、コミュニティ・スクール

の仕組みを導入する市町や学校の拡充に取り組むとともに、県立高校の特色化・魅力

化を進めます。また、教職員の資質向上を図るため、計画的な研修を実施するととも

に、働き方改革を推進し効果的な教育活動ができるよう、専門スタッフや外部人材等

の配置を進めます。 
さらに、地域の中で子どもたちを健やかに育む環境づくりを進めるとともに、文化

財を将来にわたって守り伝えるための取組を推進します。 
 
 
２ 主な重点項目 
 
(1) 「確かな学力」・「豊かな心」・「健やかな身体」の育成 

① （一部新）学力向上推進事業              予算額 31,377千円 

 [学力向上推進プロジェクトチーム（224-2931）] 

みえスタディ・チェックを実施し、自校採点集計ＷＥＢシステムで、設問ごとの集

計結果や課題等の分析および子どもたちの学習内容の定着状況等を各学校に提供する

とともに、当該学年で身につけておくべき基礎からの標準的な問題で構成したワークシ

ート集を、学校、市町教育委員会に提供します。また、子ども一人ひとりに対してきめ

細かな指導を行うため、実践推進校を指定し、学力向上アドバイザーの指導・助言を得

ながら、習熟の違いに応じた指導の工夫等に係る研究を進め、その取組の成果について、

研修会等を通じて県内小中学校へ普及します。 
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② 少人数教育推進事業                   予算額 1,349,046千円  

[教職員課（224-2958）] 

国の定数を活用し、本県独自の取組である小学校１、２年生での30人学級（下限25

人）および中学校１年生での35人学級（下限25人、実情に応じて２年生あるいは３年

生に弾力的に振替可）を実施するとともに、小学校２年生の36人以上学級の解消を図

ります。 

また、県単定数および非常勤の配置により、少人数指導に取り組む学校においては、

「効果的な少人数指導推進ガイドブック」を活用して、教員の役割分担によるティー

ム・ティーチングや、小学校算数と中学校数学の少人数指導に取り組む学年の 70％で

引き続き習熟度別指導に取り組みます。 

 

③ 道徳教育総合支援事業                              予算額 9,598千円  

[小中学校教育課(224-2963)] 

道徳教育の充実を図るため、学校等へ道徳教育アドバイザーを派遣し、「考え、議論

する道徳」の授業の効果的な指導方法等に係る具体的な指導・助言を行います。また、

三重県道徳教育推進会議や公開授業をとおして、道徳の教科化をふまえた道徳教育の効

果的な指導方法などを普及します。 

 

④ 子どもと本をつなぐ環境整備促進事業            予算額 758千円

[社会教育・文化財保護課(224-3322)] 

子どもたちの読書への関心が高まるよう、「第四次三重県子ども読書活動推進計画

（仮称）」に基づき、読書機会の充実など、家庭や地域、学校等を通じた地域社会全体

で読書活動の推進に取り組みます。また、子どもたちが日常的に自ら進んで読書に親し

むきっかけをつくるため、ビブリオバトルを開催します。 

 

⑤ みえ子どもの元気アップ体力向上推進事業             予算額 5,928千円

[保健体育課(224-2973)] 

就学前から高等学校まで、子どもの発達段階に応じた運動習慣や生活習慣等の改善

を図ります。また、各小中学校で作成した元気アップシートの取組を確実に実行する

ため、市町教育委員会と連携し、教員対象の研修会や指導主事の学校訪問により、指

導・助言を行います。さらに、オリンピック・パラリンピックに向けて、子どもたち

の大会への興味・関心を高めていくため、県内の学校でオリンピアン・パラリンピア

ンによる講演や模範演技などを行います。 
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⑥ みえ子どもの元気アップ部活動充実事業             予算額 26,953千円 

[保健体育課(224-2973)] 

部活動の指導体制を充実して、教員の負担軽減を図るため、中学校・高等学校に、

顧問として単独で専門的な指導や引率を行える運動部活動指導員の配置を進めるとと

もに、新たに中学校に文化部活動指導員を配置します。また、技術指導のみを行う外部

指導者（サポーター）を中学校・高等学校の運動部に派遣します。さらに、運動部活動

の研修会などを行い、「三重県部活動ガイドライン」の浸透や指導者の指導力向上を図

るとともに、環境整備の必要な運動部がある県立高等学校に備品等を整備します。 

 

⑦ 運動部活動支援事業                      予算額 153,808千円 

 [保健体育課(224-2973)] 

中学校、高等学校の県体育大会や東海大会の開催経費の負担および全国大会等の参

加に係る旅費等の経費を負担します。また、全国中学校体育大会および全国高等学校総

合体育大会アーチェリー競技の開催準備を進めます。 

 

⑧ （一部新）多文化共生社会のための外国人児童生徒教育推進事業 

予算額 29,634千円 [小中学校教育課 (224-2963)] 

市町における外国人児童生徒の受入れや日本語指導・適応指導に係る取組への支援

を行うとともに、小中学校に、学習支援を行う外国人児童生徒巡回相談員や翻訳等を

行う外国人児童生徒巡回支援員を派遣します。また、外国人児童生徒の就学促進およ

び教育を受ける機会の確保のため、就学等に必要な情報を提供するとともに、夜間中

学等に関する調査研究を進めます。 

 

➈ 社会的自立をめざす外国人生徒支援事業          予算額 11,117千円 

 [高校教育課（224-3002）] 

外国人生徒が地域で社会的自立を果たし、社会の一員として活躍できるよう、課外

授業等による適応指導や進路相談、日本語習得の支援等を行う外国人生徒支援専門員

（ポルトガル語、スペイン語、フィリピノ語等）を県立高校の拠点校に配置します。  
 

⑩ 外国人生徒キャリアサポート事業              予算額 4,824千円 

（未来へつなぐキャリア教育推進事業の一部）     [高校教育課（224-3002）] 

外国人生徒および保護者が日本の学校制度や働き方について理解を深め、将来の生

活を見通して進路を選択できるよう、就職アドバイザーを県立高校に配置するととも

に、進学・就職に関する助言やセミナー等の支援を行います。 

 

⑪ 特別支援学校外国人児童生徒の学校生活充実事業       予算額 2,679千円 

（早期からの一貫した教育支援体制整備事業の一部） [特別支援教育課(224-2961)] 

特別支援学校に在籍する外国人児童生徒および保護者を支援するため、翻訳・通訳

を行う外国人児童生徒支援員を配置します。 
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⑫ ＳＮＳを活用した相談事業（外国人生徒対応分）       予算額 3,858千円 

（教育相談事業の一部）             [研修企画・支援課 (226-3516)] 

外国人生徒が母国語で相談できるＳＮＳ相談を実施し、その対応について検証を行

います。 

 

⑬ （一部新）就学前教育の質向上事業               予算額 4,258千円 

[小中学校教育課(224-2963)] 

幼稚園・認定こども園・保育所において、幼児教育の質の向上と保幼小の円滑な接

続を一体的に推進する体制を構築するため、教育委員会に幼児教育センターを設置し、

専門的な知識を有する幼児教育スーパーバイザーを配置するとともに、幼児教育アドバ

イザーを市町へ派遣し、研修支援等を行います。 

 

 

(2) 未来を創造する力の育成 

① 地域課題解決型キャリア教育モデル構築事業         予算額 24,222千円 

[教育政策課(224-2951)] 

実践パイロット校を指定し、生徒が地域課題や地域の特色ある産業を題材に地域住

民や職業人と関わりながら、実社会での実践活動に取り組むことで、地域の魅力と課題

を知り、解決方策を考え実践する人材を育成します。また、学校と地域をつなぐコーデ

ィネーターを配置します。これら実践パイロット校での取組をふまえ、学識経験者や地

域関係者等で構成する推進委員会を設置し、他者と協働する力や自己と社会の関わりを

考える力など、これからの社会の変化に対応するために必要な力を育成する「地域課題

解決型キャリア教育」のモデルを構築します。 

 

② 未来へつなぐキャリア教育推進事業（一部再掲）       予算額 22,091千円 

[高校教育課(224-3002)] 

課題解決型のインターンシップや地域の職業人による出前講座などをとおして、社

会的・職業的自立に必要な資質能力を育成するとともに、就職アドバイザーを高等学校

に配置して就職支援および職場定着支援を行います。また、外国人生徒および保護者が

日本の学校制度や働き方について理解を深め、将来の生活を見通して進路を選択できる

よう、就職アドバイザーを県立高校に配置するとともに、進学・就職に関する助言やセ

ミナー等の支援を行います。さらに、高校生が将来の家庭生活や家族の大切さについて

認識を深められるよう、ライフデザインや結婚、子育てをテーマとした講演会等を実施

します。 
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③ 「挑戦・交流・進化」で紡ぐ職業教育推進事業       予算額 27,221千円 

[高校教育課(224-3002)] 

変化の激しい産業界で活躍できる人材を育成するため、全国規模の競技会への参加

や看護・介護の実習を支援するとともに、平成31年４月に設置した伊賀白鳳高等学校建

築デザイン科における学習環境の整備を進めます。また、農業学科の生徒が、ＧＡＰ（農

業生産工程管理）を生かした流通や販売に関する学習の充実を図ります。 

 

④ 専攻科整備事業                      予算額 40,079千円 

[高校教育課(224-3002)] 

四日市工業高等学校ものづくり創造専攻科の学習に必要な実習設備等を整備します。 

 

⑤ （新）学びのＳＴＥＡＭ化推進事業            予算額 4,410千円  

＜事業実施期間：令和２年度～令和４年度＞      [高校教育課(224-3002)] 

Society5.0の時代を生き抜く人材を育成するため、EdTech（Education+Technology）

を活用した個別最適型の学びを推進するとともに、Science、Technology、

Engineering、Arts、Mathematicsを活用した文理融合の課題解決型教育をとおして、

探究力、論理的思考力を育成する「学びのＳＴＥＡＭ化」の実証研究を行います。

また、その成果を発表するとともに、県内の高等学校に広く周知を図るため、「三重

ＳＴＥＡＭ教育フォーラム（仮称）」を開催します。 

 

⑥ （一部新）情報教育充実支援事業    予算額 992,194千円 [高校教育課(224-3002)] 

（2,268,973千円 ※R元年度2月補正含みベース） 

EdTech を活用できる基盤として、県立学校に無線ＬＡＮ環境と電子黒板等の大型提

示装置、学習用パソコンを整備し、子どもたちが他者と協働して課題を解決する力等を

育むプロジェクト型学習や、生徒一人ひとりの関心・理解度に応じた教科学習（個別最

適化学習）等を推進します。 

 

⑦ 世界へはばたく高校生育成支援事業            予算額 18,601千円 

[高校教育課(224-3002)] 

高校生の長期・短期留学の促進および海外研修旅行の実施をとおして、グローバル

な視野を育み、主体性や積極性の向上を図るとともに、高校生を対象にした「レベル別

英語ディベートセミナー」を開催し、英語での発信力や論理的思考力の向上を図ります。

また、高校生の科学に対する興味・関心を高める三重県高等学校科学オリンピック大会

を開催します。 
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⑧ （一部新）英語教育推進事業                予算額 2,391千円 

 [小中学校教育課(224-2963)] 

小学校においてモデル校を指定し、市町と連携して効果的な指導方法等に係る実践

研究を行い、その成果を普及します。中学校においてモデル地域を指定し、多様な音声

や教材が利用できる英語教材作成支援システムを導入し、授業改善に取り組みます。ま

た、中学生が三重の魅力を英語で一枚紙にまとめて発信する「ワン・ペーパー・コンテ

スト」を実施し、ふるさと三重を英語で発信できる力を育てます。 

 

➈ （一部新）課題解決型学習（ＰＢＬ）を通じた新しい郷土教育推進事業  

予算額 397千円 [小中学校教育課(224-2963)] 

郷土について誇りと愛着を感じ、将来地域で活躍する意欲と態度を身につけること

ができるよう、中学生が学校や地域の課題について解決策を考え、提案する課題解決型

学習（ＰＢＬ)の手法を取り入れた取組を支援するとともに、その成果を発表する実践

発表会を実施します。 

 

⑩ 実社会との接点を重視した課題解決型学習プログラムに係る実践研究事業  

（高等学校学力向上推進事業の一部）                        予算額 1,000千円 

 [高校教育課(224-3002)] 

主権者として、よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に解決しようとする意欲

や態度を育むため、実践研究校を指定し、外部機関の協力を得て、効果的な学習プログ

ラムを開発します。 

 

 

(3) 特別支援教育の推進 

① 早期からの一貫した教育支援体制整備事業（一部再掲）     予算額 23,573千円  

[特別支援教育課(224-2961)] 

特別な支援を必要とする子ども一人ひとりの教育的ニーズを的確に把握し、自立と

社会参画を図るため、「パーソナルファイル」の活用促進や高等学校への発達障がい支

援員の配置、通級による指導担当教員等の発達障がいに係る専門性の向上や指導者育成

を図る研修を行うとともに、疾病により長期入院中の高校生に対する学習保障の仕組み

について研究を行います。また、特別支援学校に在籍する外国人児童生徒および保護者

を支援するため、翻訳・通訳を行う外国人児童生徒支援員を配置します。 

 

② 特別支援学校メディカル・サポート事業           予算額 5,690千円 

[特別支援教育課(224-2961)] 

医療的ケアの必要な子どもが身体的に安定した状態で教育活動に参加できるよう、

常勤講師（看護師免許有）および教員が連携して医療的ケアを実施するとともに、研修

会の実施による専門性の向上や、指導医等の指導・助言を得ながら校内のサポート体制

の構築等に取り組みます。 
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③ （新）特別支援学校学習環境等基盤整備事業         予算額 29,115千円 

＜事業実施期間：令和２年度＞                 [特別支援教育課(224-2961)] 

一人ひとりの障がいの特性や状況に応じた学習活動を充実させるため、学習用パソ

コン等の端末の整備を進めます。 

 

④ 特別支援教育に係る教職員研修（教職員研修事業の一部）    予算額 180千円 

[研修推進課(226-3572)] 

経験年数や職種に応じて、特別な支援を必要とする児童生徒の障がいの特性を理解

し、その支援方法を学ぶ研修を実施します。また、特別支援学級等を新たに担当する

教員を対象に障がいの特性に応じた適切な支援を学ぶ研修を実施します。 

 

⑤ 特別支援学校就労推進事業                  予算額 6,607千円  

[特別支援教育課(224-2961)] 

特別支援学校におけるキャリア教育を推進するため、特別支援学校版キャリア教育

プログラムの活用や外部人材による職場開拓を進めるとともに、企業、関係機関等と

連携した職場実習等を実施することで、高等部生徒の進路希望の実現を図ります。 

 

 

(4) 安全で安心な学びの場づくり 

① いじめ対策推進事業                                予算額 5,910千円  

[生徒指導課 (224-2332)] 

教育相談等で把握したいじめ相談のうち、早期に対応が必要な内容に対して、臨床

心理士や社会福祉士等が関係機関と連携して継続した支援を行うとともに、いじめなど

の理由によって登校が難しい子どもたちへの支援に取り組みます。また、子どもたちが

いじめを許さない意識や態度を身につけられるよう、弁護士によるいじめ予防授業を実

施します。さらに、地域全体でいじめ防止等を考える「いじめ防止サミット」を県内６

地区で開催することにより、児童生徒がいじめ防止に主体的に取り組む実践力を育みま

す。 

 

② スクールカウンセラー等活用事業             予算額 279,103千円 

 [生徒指導課 (224-2332)] 

スクールカウンセラー（ＳＣ）を、全中学校区に配置するとともに、校区内の小中

学校には同じＳＣを配置し、小中学校間で途切れのない支援を行うことができるよう取

り組みます。また、スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）を、各学校等からの要請に

応じて派遣するとともに、その一部を県立高校の拠点校に配置し、近隣中学校区への巡

回を行います。 
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③ ＳＮＳを活用した相談事業（いじめ等対応分）        予算額 7,941千円 

（教育相談事業の一部）                       [研修企画・支援課 (226-3516)] 

いじめ等の早期発見、早期対応を図るための相談窓口として、引き続き「子ども  

ＳＮＳ相談みえ」を実施します。 

 

④ （一部新）不登校対策事業                 予算額 7,239 千円 

 [生徒指導課 (224-2332)] 

不登校児童生徒の実態を調査し、有識者の助言を得ながら、一人ひとりの状況に応じ

た学習支援等の支援方法に係る研究を行います。また、不登校支援アドバイザーを委嘱

し、各教育支援センターの指導員に指導・助言を行うとともに、どの相談機関等ともつ

ながりが持てていない不登校児童生徒に対して、臨床心理士や精神保健福祉士等の専門

家による訪問（アウトリーチ）型の支援に取り組みます。さらに、フリースクール等の

民間施設と連携し、一人ひとりに応じた多様な学びを支援します。あわせて、全ての児

童生徒が豊かな学校生活を送り、安心して教育を受けられるよう、推進中学校区を指定

して、小中学校の連携による「魅力ある学校づくり」の研究を進め、その成果を広く県

内に普及します。 

 

⑤ （新）子どもたちのインターネットトラブル防止事業     予算額 10,000千円 

＜事業実施期間：令和２年度＞ ※県民参加型予算事業  [生徒指導課 (224-2332)] 

大学生や高校生がインターネットに関して経験したことを基に、ネットトラブルや

ネット依存等に関する意見交換を行い、小・中・高校生および保護者にインターネット

の適正利用について発信するとともに、県内大学生による「インターネットの適正利用

促進講座」を開催します。また、学校や教職員が気づけないネット上のトラブルやいじ

めを把握するため、ＳＮＳにおけるトラブル等に係る情報を投稿できるアプリを作成し

ます。 

 

⑥ （一部新）学校安全推進事業                 予算額 3,035千円 

 [生徒指導課 (224-2332)] 

学校や通学路等の安全確保を図るため、家庭や関係機関と連携し、スクールガード・

リーダーを地域の核とした学校安全体制づくりを推進するとともに、子どもたちの交通

事故や不審者被害等を防止するため、通学路安全対策アドバイザーおよび事故防止アド

バイザーを委嘱し、通学路等の安全対策を進めます。また、子どもたちの危険予測・危

険回避能力を育成するため、教員を対象とした防犯教室講習会および交通安全教室講習

会を開催し、指導力の向上に取り組みます。 

 

⑦ 学校防災推進事業                    予算額 13,332千円 

 [教育総務課（224-3301）] 

防災ノートを新入生等に配付するとともに、体験型防災学習等の支援、学校防災リ

ーダー等教職員を対象とした防災研修、中高生による東日本大震災の被災地でのボラン

ティア活動や交流学習を実施します。 
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⑧ （一部新）災害時学校支援事業               予算額 2,264千円 

[教育総務課 （224-3301）] 

災害時における学校教育の早期復旧を図るため、学校の早期再開、児童生徒の心の

ケア等、災害時の学校運営に関する専門的な知識や実践的な対応能力を備える教職員を

育成し、学校を支援する体制を整備します。 

また、民間団体・企業等との連携による災害時の子ども支援の仕組みづくりを進め、

市町との連携につなげていきます。 

 

➈ 校舎その他建築費                   予算額 1,746,514千円  

[学校経理・施設課 (224-2955)] 

県立高等学校について、施設の安全性を維持するため、県立学校施設の長寿命化計

画（令和元年度策定予定）に基づき、トイレの洋式化など設備面での機能の向上も含め、

計画的に老朽化対策に取り組みます。また、猛暑から子どもたちの命を守るため、空調

設備が未整備の普通教室について、空調設備整備工事に取り組みます。 

 

 

(5) 地域との協働と信頼される学校づくり 

① 地域と学校の連携・協働体制構築事業             予算額 7,862千円 

[小中学校教育課(224-2963)] 

「地域とともにある学校づくり」を進めるため、住民等が学校運営や教育活動に参

画・協働し一体となって子どもを育むコミュニティ・スクールや、これまでの学校支援

地域本部の活動を基盤とした地域学校協働活動の取組を支援します。 

 

② 教職員研修事業（一部再掲）                予算額 29,889千円 

 [研修推進課(226-3572)] 

教職員の資質および実践的指導力の向上をめざし、「校長及び教員としての資質の

向上に関する指標」等をふまえて定めた「令和２年度三重県教員研修計画」に基づき、

ライフステージおよび多様な教育課題に対応した研修を計画的に実施します。 

 

③ （一部新）学校における働き方改革推進事業        予算額 60,118 千円 

※スマート自治体推進事業（一部）           [教職員課（224-2959）] 

教職員の負担軽減を図り、限られた時間の中で子どもたちと向き合う時間を確保し、

より効果的な教育活動を持続的に行うため、教職員の業務支援を行うスクール・サポ

ート・スタッフの小中学校への配置を拡充するとともに、新たに県立学校に配置しま

す。また、教職員が効果的・効率的に授業の準備ができるよう、ＩＣＴを活用したク

ラウド上での教材の共有化に関する検討を進めます。 

 

 

 



11 

④ 地域課題解決型キャリア教育モデル構築事業（再掲）    予算額 24,222千円

[教育政策課(224-2951)] 

実践パイロット校を指定し、生徒が地域課題や地域の特色ある産業を題材に地域住

民や職業人と関わりながら、実社会での実践活動に取り組むことで、地域の魅力と課

題を知り、解決方策を考え実践する人材を育成します。また、学校と地域をつなぐコ

ーディネーターを配置します。これら実践パイロット校での取組をふまえ、学識経験

者や地域関係者等で構成する推進委員会を設置し、他者と協働する力や自己と社会の

関わりを考える力など、これからの社会の変化に対応するために必要な力を育成する

「地域課題解決型キャリア教育」のモデルを構築します。 

 

⑤ 教育改革推進事業                     予算額 7,221千円 

 [教育政策課(224-2951)] 

次期「三重県教育ビジョン（仮称）」の周知を図るとともに、教育改革推進会議や、

伊勢志摩地域・伊賀地域・紀南地域等に設置した地域協議会を開催し、高等学校の活性

化および今後のあり方を検討します。 

 

⑥ 社会教育推進体制整備事業                 予算額 1,524千円  

[社会教育・文化財保護課(224-3322)] 

社会教育の振興を図るため、市町における社会教育委員や社会教育担当職員等を対

象に研修や情報交換を行います。また、地域課題の解決に資する学習機会を提供すると

ともに、地域におけるコーディネート機能を高めることで社会教育の活性化を図ります。 

 

⑦ 世界遺産熊野参詣道保存管理費                      予算額 480千円

[社会教育・文化財保護課(224-3328)] 

世界遺産「紀伊山地の霊場と参詣道」の保存と活用のため、文化庁や奈良・和歌山

県および関係市町と連携した取組を行います。また、新たな文化資産の情報収集を行う

とともに、地元の関係団体や市町担当者に対する専門的な知識と技術に関する講習会や、

広く県民を対象とした講演会等を開催します。 

 

⑧ 地域文化財総合活性化事業                予算額 90,000千円 

[社会教育・文化財保護課(224-2999)] 

国・県指定等文化財の所有者等が行う修復等の保存事業について、技術的な助言と

必要な経費に対する支援を行うとともに、所有者等による公開・活用等への取組を促進

します。 

 



 

３ その他の主要事業 
政 策 名 、 施 策 名 及 び 事 業 の 内 容                   担当課・ 

電話番号 
 
《政策名：人権の尊重とダイバーシティ社会の推進》 

 

〈施策名：（211）人権が尊重される社会づくり〉   

 
１ 人権感覚あふれる学校づくり事業                540千円 

【（21102）人権教育の推進】 

（第10款 教育費 第１項 教育総務費 ６人権教育費） 

子ども一人ひとりの存在や思いが大切にされる「人権感覚あふれる学校

づくり」が教育活動全体を通じて進められるよう、個別的な人権問題を解

決するための学習、人権が尊重される授業づくり、人権尊重の地域づくり

等について実践研究を行い、その成果を報告書や研修会等で、全ての県立

学校に広めていきます。 
 

２ 子ども支援ネットワーク・アクション事業               2,477千円 

【（21102）人権教育の推進】 

（第10款 教育費  第１項 教育総務費 ６人権教育費） 

教育的に不利な環境のもとにある子どもの自尊感情を高め、「人権尊重 

の地域づくり」が促進されるよう、中学校区の「子ども支援ネットワーク」

の活動を推進します。 

 

３ 人権教育研究推進事業                    3,340千円 

【（21102）人権教育の推進】 

（第10款 教育費  第１項 教育総務費 ６人権教育費） 

指定小中学校および指定中学校区において、三重県人権教育基本方針に

即した「人権感覚あふれる学校づくり」の効果的な取組についての研究や

人権教育カリキュラムに関する研究を行い、その普及をとおして、県内の

人権教育を推進します。 

 

４ 人権教育研修事業                       1,120千円 

 【（21102）人権教育の推進】 

（第10款 教育費  第１項 教育総務費 ６人権教育費） 

    全ての学校で人権教育を推進するため、小中学校、県立学校の管理職等

を対象とした研修を実施します。また、県立学校において、学校や地域で

人権教育推進のリーダーとなって実践できる人材を養成します。 

 

 

 

 

 
 
 
 

 

人権教育課 

(224-2732) 

 

 

 

 

 

 

 

人権教育課 

(224-2732) 

 

 

 

 

 

人権教育課 

(224-2732) 

 

 

 

 

 

 

人権教育課 

(224-2732) 
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《政策名：学びの充実》 

 

〈施策名：（221）子どもの未来の礎となる「確かな学力・豊かな心・健やかな身

体」の育成〉 

 
１ みえの学力向上県民運動推進事業                   234千円 

                            【（22101）学力の育成】 

（第10款 教育費  第１項 教育総務費 ２事務局費） 

   学力の基盤となる子どもたちの生活習慣・学習習慣・読書習慣を確立す

るため、学校・家庭・地域がともに考える機会として教育講演会を開催し

ます。あわせて、県内イベント等を活用して県民運動の周知・啓発を図る

とともに、学校・家庭・地域における今後の取組等を検討するため、みえ

の学力向上県民運動推進会議を開催します。 

 

２ （新）新学習指導要領に対応した資質・能力育成推進事業        577千円 

＜事業実施期間：令和２年度～令和４年度＞ 

                            【（22101）学力の育成】 

   （第10款 教育費  第１項 教育総務費 ４教育指導費） 

      全ての教科の基盤である読む力や伝える力の確実な習得につなげるた 

め、指導資料「育成カリキュラム（読む力・伝える力編）」の活用を促

進するとともに、それらの力を育成するための授業改善について、国の

調査官等を招へいした研修会を開催します。また、「空間認識」「平面

図形」「数的処理」等の数学的思考力を育成するＷＥＢ学習教材を活用

した実践研究を行い、その成果等をふまえて、民間企業と連携し、教材

の研究・開発を行います。 

 

３ 小中学校指導運営費                        3,602千円 

                              【（22101）学力の育成】 

（第10款 教育費  第１項 教育総務費 ４教育指導費） 

   本庁と教育支援事務所が連携し、市町教育委員会および小中学校を訪問

して、地域の実情に即した学力向上の取組を支援します。 

 

４ 学校保健総合支援事業                       1,934千円 

【（22103）体力の向上と健康教育の推進】 

（第10款 教育費  第７項 保健体育費 １保健体育総務費） 

子どもたちが健康に関する正しい知識を身につけ、理解を深めることが

できるよう、専門医等を学校に派遣するなど、学校における健康教育の充

実を図ります。 

 

 

 
 
 
 
 
 
学力向上推進

プロジェクト

チーム 

（224-2931） 

 

 
 
 
 
学力向上推進

プロジェクト

チーム 

（224-2931） 

 
 
 
 
 

 

 

 

小中学校教育

課 

(224-2963) 

 

 

 

保健体育課 

（224-2969） 
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５ がんの教育総合推進事業                       421千円

【（22103）体力の向上と健康教育の推進】 

     （第10款 教育費  第７項 保健体育費 １保健体育総務費） 

      教職員が、がんに関する教育の意義を理解し、指導内容・方法等につい

ての専門的な知識を習得できるよう、研修会等をとおして資質向上を図り

ます。 

 

６ 学校給食・食育推進事業                      1,773千円

【（22103）体力の向上と健康教育の推進】 

（第10款 教育費  第７項 保健体育費 １保健体育総務費） 

朝食メニューコンクールの実施等を通じて食育を推進するとともに、 

学校給食の衛生管理等の徹底を図ります。 

 

７ 高校芸術文化祭費                                     4,162千円 

【（22104）読書活動・文化芸術活動の推進】 

（第10款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費） 

音楽、美術、演劇など高校生の芸術文化の技術と創造力を磨き、芸術文

化活動の活性化を図るとともに、生徒相互の交流を深め、豊かな人間性を

育成するため、みえ高文祭の開催や全国高等学校総合文化祭等への生徒派

遣を支援します。 

 

 

〈施策名：（222） 個性を生かし他者と協働して未来を創造する力の育成〉 

 

１ 高等学校学力向上推進事業（一部再掲）               16,496千円 

【（22201）主体的に社会を形成する力の育成】 

（第10款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費） 

生徒の学力の定着・向上および自己実現を図るため、県立高等学校に対

して指導・助言等の支援を行うとともに、指導方法や評価方法の工夫改善

に係る研究実践を推進します。また、新学習指導要領の円滑な実施に向け

て、教務担当者等を集めた会議を開催し、教育課程の編成や指導方法等に

関する研究協議を行います。さらに、主権者として、よりよい社会の実現

を視野に課題を主体的に解決しようとする意欲や態度を育むため、実践研

究校を指定し、外部機関の協力を得て、効果的な学習プログラムを開発し

ます。 

 

 

 

 

 

 

保健体育課 

（224-2969） 

 

 

 

 

 

保健体育課 

（224-2969） 

 

 

 

 

高校教育課 

(224-3002) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高校教育課 

(224-3002) 
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〈施策名：(223) 特別支援教育の推進〉 

 

１ 特別支援学校スクールバス等運行委託事業           314,540 千円 

【（22302）自立と社会参画に向けた教育の推進】 

（第 10 款 教育費 第５項 特別支援学校費 １特別支援学校費） 

特別支援学校に在籍する子どもたちの通学に係る負担を軽減するた

め、スクールバスを運行します。   

 

〈施策名：（224）安全で安心な学びの場づくり〉 

 

１ （一部新）財産管理事務費                       281,876 千円 

【（22402）子どもたちの安全・安心の確保】 

（第10款 教育費 第４項 高等学校費 ２高等学校管理費） 

県立学校の施設・設備の適切な維持管理を図るため、電気設備や浄化槽

等の保守点検を実施するとともに、休日や夜間に機械警備を行います。ま

た、全ての県立学校における空調設備の点検等に必要な費用を負担します。 

 

〈施策名：(225) 地域との協働と信頼される学校づくり〉 

 

１ （一部新）教育相談事業（一部再掲）                58,997千円 

                                         【（22503）教職員の資質向上】 

（第10款 教育費  第１項 教育総務費 ５総合教育センター費） 

子どもたちの心の問題の解決に向けた専門的教育相談を実施するとと 

もに、学校の教育相談体制を支援するため、臨床心理相談専門員を学校等

に派遣します。また、教職員の教育相談に係る力量の向上と、校内の教育

相談体制づくりを推進する中核的リーダーの育成をめざした教育相談研修

を実施します。さらに、いじめ電話相談、「子どもＳＮＳ相談みえ」を引き

続き実施するとともに、外国人生徒が母国語で相談できるＳＮＳ相談を実

施し、その対応について検証を行います。 

 

２ 県立学校教職員健康管理対策費                   61,209千円 

【（22503）教職員の資質向上】 

（第10款 教育費 第１項 教育総務費 ８教職員厚生費） 

県立学校教職員の生活習慣病等を早期発見・早期治療するため、定期健

康診断を実施し検査結果を適正に管理するほか、生活習慣病予防として健

康診断事後指導を実施します。 

また、時間外労働等のデータを管理する「過重労働対策報告システム」

を活用し、産業医の指導・面接をとおして過重労働による健康障害の予防

を図ります。 

 

 
 
 
特別支援教育

課 

(224-2961) 

 
 
 
 

 

学校経理・施設

課 

(224-2955) 

 

 

 

 

 

 

研修企画・支援

課 

(226-3516) 

 

 

 

 

 

 

 

 

福利・給与課 

(224-2939) 
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３ 教職員メンタルヘルス対策費                     2,422千円 

【（22503）教職員の資質向上】 

（第10款 教育費  第１項 教育総務費 ８教職員厚生費） 

教職員の精神神経系疾患を予防するため、心の健康について正しく認識

し、自らが早期に気づき、適切に対処できるよう研修や啓発を行うととも

に、臨床心理士によるカウンセリングを実施します。また、教職員が早期

に病気回復と職場復帰を果たせるよう、精神科医による管理職とのケース

カンファレンスを実施します。 

 

〈施策名：（227）文化と生涯学習の振興〉 

         

１ 文化財保存管理事業                        6,909千円 

【（22702）文化財の保存・活用・継承】 

     （第10款 教育費 第６項 社会教育費 ６文化財保護費） 

      県内の貴重な文化財を調査し、文化財保護審議会の審議を通じて、指  

定等の適切な保存措置を講じるとともに、文化財保存活用大綱を策定し、

県としての総合的な方向性を示します。また、国・県指定等文化財の情報

発信を行うとともに、適切に保存されるよう巡視を行います。 

 

２ 世界に誇る三重の文化財記録事業                    419千円 

【（22702）文化財の保存・活用・継承】 

     （第10款 教育費 第６項 社会教育費 ６文化財保護費） 

      これまでに作成した海女漁関連行事に係る記録映像のインターネット 

公開を行うなど、Ｗｅｂを活用した情報発信を進めるとともに、全国の「海

女漁の技術」関係県との連携強化を進めます。 

 

３ 埋蔵文化財センター管理運営費                  6,391千円   

【（22702）文化財の保存・活用・継承】 

     （第10款 教育費 第６項 社会教育費 ６文化財保護費） 

      埋蔵文化財の必要な発掘調査や適切な保存管理を行うとともに、県民 

への公開・普及を行います。また、子どもたちが郷土への愛着を持てるよ

う文化財を活用した出前授業等を行います。 

 

４ 受託発掘調査事業                       554,000千円          

【（22702）文化財の保存・活用・継承】 

     （第10款 教育費 第６項 社会教育費 ６文化財保護費） 

      国等が実施する事業地内にある埋蔵文化財を適切に保護するための調整

を行うとともに、必要となる発掘調査と記録作成を行います。 

 

 

 

福利・給与課 

(224-2939) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

社会教育・文化

財保護課 

(224-2999) 

 

 

 

 

 

社会教育・文化

財保護課 

(224-3328) 

 

 

 

 

社会教育・文化

財保護課 

(224-3328) 

 

 

 

 

社会教育・文化

財保護課 

(224-3322) 
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５ 鈴鹿青少年センター費                       62,659千円 

                  【（22704）社会教育の推進と地域の教育力の向上】 

（第10款 教育費 第６項 社会教育費 １社会教育総務費） 

心身ともに健全な青少年を育成するため、鈴鹿青少年センターを指定 

管理により運営し、施設利用者の増加や対象者の拡大および社会教育の普

及・振興を図ります。また、令和元（2019）年度の施設見直しに係る方向

性に基づいた検討を進めます。 

 

６ 熊野少年自然の家費                       79,675千円 

【（22704）社会教育の推進と地域の教育力の向上】 

（第10款 教育費 第６項 社会教育費 １社会教育総務費） 

自然の中で心身ともに健全な少年を育成するため、熊野少年自然の家 

を指定管理により運営し、施設利用者の増加および社会教育の普及・振興

を図るとともに、効率的な管理運営を行います。また、老朽化した外壁の

改修工事などを行います。 

 

 

《政策名：希望がかなう少子化対策の推進》 

 

〈施策名：（233）子育て支援と幼児教育・保育の充実〉 

 

１ 高等学校等進学支援事業                                231,244千円 

【(23303) 子どもの貧困対策の推進】 

（第10款 教育費 第１項 教育総務費 ４教育指導費） 

高等学校・高等専門学校の生徒に対する修学奨学金の貸与等により、  

経済的な理由で修学が困難な生徒を支援します。 

 

２ 高校生等教育費負担軽減事業                3,830,565千円 

                   【（23303）子どもの貧困対策の推進】 

   （第10款 教育費  第１項 教育総務費 ４教育指導費） 

    就学支援金や奨学給付金等を支給し、高等学校等における保護者等の 

教育費負担の軽減を図ります。 

 

社会教育・文化

財保護課 

(224-3322) 

 

 

 

 

 

社会教育・文化

財保護課 

(224-3322) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育財務課 

(224-2940) 

 
 
 
 
教育財務課 

(224-2940) 
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